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※ 本内容はあくまで概要のイメージです。
※ 「川崎市立多摩病院の管理運営に関する基本協定」に基づき、多摩病院は市の多摩病院に係る費用に充てるための負担金として、市に「指定管理者負担金」を支払い、政策的
  医療として、市が定める医療機能の提供により収支不足が生じる場合、その不足分を政策的医療交付金として、市は予算の範囲内で指定管理者に交付することとしています。
※ このイメージ図の他、病院事業会計には「資本的収支」もありますが、省略しております。

政策的医療交付金
・小児医療・救急医療、など

特別損失

「多摩病院」の収益的収支川崎市病院事業会計のうち「多摩病院」関連収益的収支

企業債利息

県補助金
行政財産使用料等の収入

指定管理者負担金
・施設及び設備に対する減価償却費相当額、など

指定管理者負担金
・施設及び設備に対する減価償却費相当
額、など

建物・医療器械等の購入
時の補助等に対する会計
面での調整（長期前受金戻入）

●医療従事者の給与
●薬品・材料の購入費用
など、
病院運営の必要経費

県補助金
行政財産使用料等の収入

管理経費（人件費）
川崎市からの一般会計
繰入金

減価償却費
（多摩の建物等、大規模工事等）
（建設当時の物の償却が終わり、減る傾向
にある。）

軽易工事の費用

県補助金
行政財産資料料等の支出

政策的医療交付金
・小児医療・救急医療、など

●診療報酬
など、多摩病院の活動
による収入

改修工事の企業債の償還等に充てる

R5については赤字

資料１（参考）

多摩病院としての収支
【令和７年度：８億円余の黒字】

【令和７年度：13億円余の赤字】


